
「ホルンとオルガンのマリアージュ」

※コンサートはおよそ40分で、途中の休憩はありません。

【演奏曲】
ホルンとオルガン 目覚めよ、と呼ぶ声あり J. S.バッハ
オルガン 前奏曲とフーガ変ホ長調 J. S.バッハ
ホルンとオルガン ロマンス C.サン＝サーンス 他

ホルンは角笛という意味で、狩りの時に使われた金管楽器です。オルガンは鍵盤楽器ですが、
金管や木管のパイプを空気で鳴らす管楽器でもあり、実はホルンと同じ発音という共通点があります。
ぜいたくな響きを誇る聖パウロ礼拝堂に溢れる数十年ぶりの共演、オルガンとホルンの共鳴を

体感していただければ幸いです。

2025年10月11日（土）
【開場】13:00 【開演】13:30
【場所】 立教学院聖パウロ礼拝堂（新座チャペル）

【ホルン】

島方 晴康

【オルガン】

﨑山 裕子

チャペルコンサートは定員を制限し、事前申込み制で開催いたします。なお、当日の模様は収録し、後日、チャペル
公式YouTubeチャンネルで配信予定です。

【申込受付期間】 8月28日（木）～10月6日（月）17：00まで ※定員になり次第、申込受付を終了します。
【申込方法】以下の申込フォームからお申し込みください。

http://s.rikkyo.ac.jp/chapelconcert1011
複数の方をまとめて予約することはできません。参加される方それぞれの氏名で、お一人ずつお申し込み
ください。その他、申込フォームに記載されている注意事項をよくご確認のうえ、お申し込みください。

※コンサートの予定は変更になる場合がございますので、立教大学のホームページなどで事前にご確認ください。

申込フォーム

©K.Seki



チャペルは正門から入って、正面にあります

新座キャンパスへのご案内
志木駅
●路線バス（西武バス） 約10分
志木駅南口3番バス乗り場より「清瀬駅北口行き」または
「所沢駅東口行き」、立教前下車
●スクールバス（運賃無料） 約7分
志木駅南口「松屋」前スクールバス乗降場所
🚌 12時40分、12時50分発があります（土曜日）

新座駅
●路線バス（西武バス） 約10分
新座駅南口1番バス乗り場より「志木駅南口行き（北野入
口経由）」、立教前下車
●スクールバス（運賃無料） 約10分
新座駅南口3番バス乗り場より［路線バスと兼用バス停］
🚌 12時45分、12時55分発があります（土曜日）

※スクールバス運行情報は、以下でご確認ください
立教大学ホームページ
https://www.rikkyo.ac.jp/access/schoolbus/

新座キャンパス：埼玉県新座市北野1-2-25

コンサートの予定は変更になる場合がございますので、立教大学のホームページなどで事前にご確認ください。

問い合わせ：チャプレン室事務課 03-3985-2698(池袋) 048-471-6638（新座）

【2025年度 チャペルコンサートの予定】

開催日 開演時間 場所※ 演 奏 者 申込受付開始

09月27日(土) 13：30 新座 サクソフォン／長瀬 正典 オルガン／永瀬 真紀 08月07日（木）

11月20日(木) 12：40 池袋 中国琵琶／苑蓉 オルガン／スコット・ショウ 10月09日（木）

01月10日(土) 13：30 池袋 オルガン／キム・ジスン 12月11日（木）

※池袋：立教学院諸聖徒礼拝堂（池袋キャンパス・チャペル）、新座：立教学院聖パウロ礼拝堂（新座キャンパス・チャペル）

池袋・新座の両チャペルでは、それぞれのパイプオルガンの魅力や個性的な音色を味わっていただける無料

のコンサートを年に数回、事前申込による定員制で開催しています。申込方法など詳細は、立教大学チャペル

ホームページでご確認ください。申込受付期間中であっても、定員になり次第、申込受付を終了いたします。

なお、当日の模様は、後日、チャペル公式YouTubeチャンネルで配信する予定です。

﨑山 裕子 Yuko Sakiyama
国立音楽大学器楽科ピアノ専攻卒業後、オルガンに転向。東京都東久留米市にある聖グレゴリオの家宗教音楽研究所

でオルガンと教会音楽を学び、本科修了。1993年、スイスのバーゼル音楽院オルガン科に留学しギ・ボヴェ氏に師事し、

1997年にコンサートクラスを最優等で修了。米・ニューイングランド音楽院オルガン科で故・林佑子氏に師事し、1998年に

帰国。2003年、立教学院オルガニストに就任。立教大学オーガニスト・ギルド指導者。立教大学大学院キリスト教学研究科

兼任講師。

島方 晴康 Haruyasu Shimakata
東京都出身。国立音楽大学器楽科でホルンを千葉馨、大阪泰久の両氏に師事。在学中の４年間、ホルンのピアノ

伴奏者だった﨑山裕子と共に学ぶ。卒業後、フリーランスとして活動した後、ウィーンに留学しG．へーグナー氏に師事。

テアター・アン・デア・ウィーン劇場管弦楽団に首席奏者として入団。3年間の活動を経て帰国。札幌交響団に副首席

奏者として入団、本年6月に約35年間の活動を終え退団。現在はオーケストラの客演奏者として演奏する傍ら、札幌

大谷大学、北翔大学で非常勤講師として後進の指導にあたっている。

https://www.rikkyo.ac.jp/access/schoolbus/

